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AFCP 2.0の 4回目の試行期間延長とその有効活用 
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１．はじめに 

審査官と利害関係者（出願人等）の間における協力を促進すると共にプロセキューションをコ

ンパクトにするための継続的努力の一環として、Final OA に対する応答後の審査官による更な

る考慮時間を確保するパイロットプログラム（After Final Consideration Pilot (AFCP)）が試行

されました（2012 年 3 月 25 日～2013 年 5 月 18 日）。なお、USPTOは、本試行プログラム

により、Final OA後に RCEの請求件数を減少させることを目的としていました。 

 

その後、AFCP 2.0 に改訂され、１回目の試行期間の延長（2013 年 5 月 19 日～2014 年 9

月 30 日）が行われました。その後、2 回目の試行期間の延長（2014 年 9 月 30 日まで）およ

び３回目の試行期間の延長（2015年 9月 30日まで）がそれぞれ行われました。そして、この

たび、４回目の試行期間の延長が行われ、現在試行中です（2016年 9月 30日まで）。 

 

以下に、AFCP 2.0の手続の詳細、試行状況、及び、有効活用等について説明します。 
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